
多賀城市
〒985-8531 宮城県多賀城市中央 2-1-1  TEL.022（368）1141 （代）
多賀城市商工観光課  ◎E メール  kanko@city.tagajo.miyagi.jp

多賀城市観光協会・史都多賀城観光案内所
多賀城市観光協会

【JR 仙石線 多賀城駅内】
〒985-0873 宮城県多賀城市中央 2-7-1  TEL.022（364）5901  FAX.022（364）9905  開所時間／9:00～17:00
※詳細はホームページでご確認ください

【JR 東北本線 国府多賀城駅北側】
〒985-0861 宮城県多賀城市浮島 1-9-22  開所時間／10:00～15:00（12:00 ～ 13:00 は閉所）　
※但し毎週月曜日（祝日を除く）とお盆期間年末年始及び 1 月～2 月は閉所

2021．3 発行

ボランティアガイドの案内により、多賀城跡や多賀城碑などの日本有数の歴史的文化遺産をより身近に感じてご覧いただく
ことができます。また、自転車で名所・旧跡を巡りたい方のためにレンタサイクルを用意しております。

■ 料 金
１時間につき 100 円。ただし貸し出し前に保証料 1,000 円をお
預かりします（自転車ご返却の際にお返しします）。

■ 貸出場所と利用時間
◎史都多賀城観光案内所（JR 仙石線多賀城駅内）
　9:00～16:30
※詳細はホームページでご確認ください

■ 予約申込方法
ガイドを希望する日の 10 日前までに電話また
はファクスで史都多賀城観光案内所（JR 仙石
線多賀城駅内）までお申し込みください。後日、
こちらから内容などを含め詳細をお知らせい
たします。

■ 予約案内時間
年末年始・お盆休みを除く 8:30 から 17:00 ま
で。

■ ガイド料
ガイド料は無料（ツアー団体客は除く。）です。
ただし、ガイド随行に必要な有料施設への入
場料などの実費は、利用者の方に負担してい
ただきます。

レンタサイクルボランティアガイド

観光ボランティアガイド

市 HP 協会 HP

タクシー会社
●多賀城交通（株）

●（有）振興タクシー

●（株）塩釜東光タクシー

一般貸切バス
●（株）仙塩交通
　多賀城市町前2丁目2-5

宿泊施設
●ホテルキャッスルプラザ多賀城
　多賀城市桜木１丁目1-60

●サンホテル多賀城
　多賀城市八幡4丁目7-52

●小野屋ホテル
　多賀城市大代１丁目9-2

●新富旅館
　多賀城市桜木１丁目1-28

●大代いとう
　多賀城市大代4丁目6-25

●ホテルルートイン仙台港北インター
　多賀城市町前1丁目1-15

●ホテルルートイン多賀城駅東
　多賀城市八幡4丁目4-77

●スマイルホテル仙台多賀城
　多賀城市町前1丁目1-8

……………………………………………

Tel.022（362）0165

Tel.022（364）3355

Tel.022（362）6760

………………………………………………

Tel.022（366）5666

……………………………………………………

Tel.022（367）1111

Tel.022（362）3131

Tel.022（362）6381

Tel.022（364）8921

Tel.022（362）6790

Tel.022（361）8501

Tel.050（5847）7301

Tel.022（367）6001

あなたの旅をサポートする観光協会加盟店

◎日本遺産を巡る
国府多賀城駅⇒（徒歩10分）⇒多賀城碑⇒（徒歩２分）⇒多賀城政庁跡⇒（徒歩15分）⇒陸奥総社宮⇒（徒歩20分）⇒東北歴史博物館⇒（徒歩10分）⇒多賀城廃寺跡
⇒（徒歩10分）⇒国府多賀城駅
◎塩竈街道を行く

陸前山王駅⇒（徒歩15分）⇒伏石⇒（徒歩1分）⇒貴船神社⇒（徒歩1分）⇒多賀城神社⇒（徒歩2分）⇒多賀城政庁跡⇒（徒歩5分）⇒多賀神社⇒（徒歩3分）⇒高低几号
標⇒塩釡方面へ
◎歴史・文化をたどる

多賀城駅⇒（徒歩15分）⇒おもわくの橋・野田の玉川⇒（徒歩15分）⇒多賀城史遊館古代体験（埋蔵文化財調査センター展示室）⇒（徒歩10分）⇒多賀城市立図書館
⇒（徒歩１分）⇒多賀城駅
◎震災復興の軌跡を追う

多賀城駅⇒（徒歩1分）⇒多賀城市立図書館⇒（徒歩１分）⇒多賀城市東日本大震災モニュメント⇒（徒歩10分）⇒末の松山・沖の井⇒(徒歩15分）⇒“さんみらい多賀
城・復興団地”内松島蒲鉾本舗多賀城工場蒲鉾手焼体験⇒（徒歩15分）⇒中野栄駅
※津波浸水区域内の電柱には、地元高校生が設置した津波到達ラインの表示があります。
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●国内線
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■ 東北本線 仙台駅 15分 松 島 駅7分
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3分国府多賀城駅
本塩釡駅
塩 釡 駅

（多賀城碑、多賀城跡、東北歴史博物館をご見学のお客様は国府多賀城駅が最寄り駅です）
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360°あやめView!!

多 賀 城 跡あやめ 園

松島千年旅行

松 島 “ 湾 ”ダ ーランド
伝説の碑

多 賀 城 碑
知の拠点

多 賀 城 市 立 図 書 館



秋 春

夏冬
約
九
〇
〇
ｍ
四
方
に
及
ぶ
多
賀
城
跡
の
中
央
に

約
一
〇
〇
ｍ
四
方
の
政
庁
跡
が
あ
り
ま
す
。
政
庁

は
古
代
多
賀
城
の
重
要
な
政
務
や
儀
式
が
行
わ

れ
た
場
所
で
し
た
。
陸
奥
国
府
も
置
か
れ
、
平

安
時
代
に
都
の
貴
族
た
ち
は
こ
の
地
を
「
み
ち

の
く
」
の
名
で
あ
こ
が
れ
、
国
府
の
官
人
だ
け
で

な
く
幾
人
も
の
歌
人
が
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

（
特
別
史
跡
・
日
本
遺
産
）

人口：62,267 人（令和 3 年 2 月 1 日現在）
面積：19.69 平方キロメートル
多賀城市は、東北地方宮城県のほぼ中央、太平洋岸に位置し、周辺には、県庁所在地の仙台市や漁港で有名な塩竈市、そして日本三景の松島などがあります。
まちの地形は、東西に長く、それを 2 つに分けるようにして中心部を砂押川が流れています。
また、東部や北部には史跡が点在し、海に近い南部の平野には工場地帯が形成され、西部地区の平野には多くの田畑が広がっています。

多
賀
城
跡（
政
庁
跡
）

政
庁
跡
の
南
東
１
km
に
あ
り
、奈
良
時
代
の
は
じ

め
に
多
賀
城
の
附
属
寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た

も
の
で
、伽
藍
配
置
は
大
宰
府（
福
岡
県
）の
付
属

寺
院
・
観
世
音
寺
と
共
通
し
て
い
ま
す
。現
在
は

史
跡
公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
特
別
史
跡
・
日
本
遺
産
）

多
賀
城
廃
寺
跡

「
末
の
松
山
」は
、恋
愛
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な

歌
に
多
く
詠
み
込
ま
れ
た
歌
枕
の
地
。八
幡
地
区

に
あ
る
宝
国
寺
裏
の
丘
に
あ
り
、今
も
松
の
木
が

天
高
く
そ
び
え
昔
日
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま

す
。俳
聖
・
松
尾
芭
蕉
も「
お
く
の
ほ
そ
道
」紀
行

の
中
で
訪
れ
て
い
ま
す
。

（
国
名
勝
・
日
本
遺
産
）

末
の
松
山

末
の
松
山
の
南
、住
居
地
に
囲
ま
れ
た
一
角
に
あ

り
、
池
と
そ
の
中
の
大
き
な
石
が
目
を
ひ
き
ま

す
。江
戸
時
代
に
は
仙
台
藩
に「
奥
井
守
」が
置
か

れ
て
、
大
切
に
保
護
さ
れ
、
現
在
も
地
元
の
人
々

が
そ
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

（
国
名
勝
・
日
本
遺
産
）

興
井（
沖
の
石
・
沖
の
井
）

◆
お
も
わ
く
の
橋

◆
野
田
の
玉
川

多
賀
城
と
は
??

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ

歴
な
び
多
賀
城

歴
史
の
ま
ち

歌
枕
の
地
、
多
賀
城

歴なび多賀城

　
奈
良
・
平
安
時
代
に
都
か
ら
多
賀
城
へ

赴
任
し
た
人
々
が
、
周
辺
の
美
し
い
自
然
を

歌
に
詠
み
込
ん
だ
こ
と
か
ら
、
多
賀
城
は
都

人
の
あ
こ
が
れ
を
集
め
広
く
親
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。こ
の
時
代
の
和
歌
に
詠
ま
れ
全

国
的
に
知
ら
れ
て
い
た
名
所
は
、〝
歌
枕
〞

と
呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
、
仙
台
藩
主
や
俳
人

な
ど
に
よ
り
歌
枕
の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
松
尾
芭
蕉
は
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
の
旅
路

で
壺
碑
を
訪
れ
、
涙
が
流
れ
そ
う
に
な
る
く

ら
い
感
動
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。

（絵は俳人の書画美術「蕪村」から）

みちのくを旅する
松尾芭蕉

多賀城市

歴史のまち多賀城
多賀城跡は平城宮跡（奈良県）、大宰府跡（福岡県）とともに日本三大史跡に数えられています。

市域の１／４が遺跡になっているなど、古代には東北の拠点であった場所です。

東北随一の文化交流拠点
1,300年前東北の政治・軍事の拠点であった多賀城は、文化の拠点でもありました。

現在も東北歴史博物館や平成28年3月にオープンした市民の“知の拠点”市立図書館など
文化施設が充実しており、東北随一の文化交流拠点を目指しています。

再発見 !! 松島“湾”ダーランド
松島湾をとりまく自治体で広域観光に取り組んでいます。

また、日本三景“松島”・杜の都“仙台”のほぼ中間に位置する本市は、
広域観光の拠点に最適な立地条件となっています。

ち
ぎ
り
き
な
か
た
み
に

　
　
　
そ
で
を
し
ぼ
り
つ
つ

　
す
ゑ
の
ま
つ
山
な
み
こ
さ
じ
と
は

わ
が
袖
は

　
　
汐
干
に
見
え
ぬ
沖
の
石
の

　
　
人
こ
そ
知
ら
ね
乾
く
ま
も
な
し

小
倉
百
人
一
首
　
二
条
院
讃
岐

塩
竈
市
大
日
向
を
源
に
し
て
砂
押
川
に
注
ぐ
小
川

で
、六
玉
川
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。能
因
法

師
の
歌
に
ち
な
み
江
戸
時
代
、
仙
台
藩
に
よ
っ
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

ゆ
ふ
さ
れ
ば

　
　
　
し
ほ
風
こ
し
て
み
ち
の
く
の

　
の
だ
の
玉
河
千
鳥
な
く
な
り

新
古
今
和
歌
集
　
能
因
法
師

野
田
の
玉
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
架
け
ら
れ
た
「
お
も
わ

く
の
橋
」に
は
、前
九
年
の
合
戦
で
知
ら
れ
る
安
倍
貞

任
と
恋
人
の「
お
も
わ
く
」と
の
恋
物
語
が
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

ふ
ま
ま
う
き

　
も
み
ぢ
の
に
し
き
　
ち
り
し
き
て

人
も
か
よ
わ
ぬ
　
お
も
は
く
の
は
し

山
家
集
　
西
行
法
師

後
拾
遺
和
歌
集
　
清
原
元
輔

西

み
や
こ

え
み
し
の
く
に

さ
か
い

ひ
た
ち
の
く
に

さ
か
い

し
も
つ
け
の
く
に

さ
か
い

ま
つ
か
つ
の
く
に

さ
か
い

こ
の
し
ろ

し
ん
き
が
ん
ね
ん

き
の
え
ね

ほ
し

や
ど

あ

ぜ

ち

け
ん
ち
ん
じ
ゅ
し
ょ
う
ぐ
ん

じ
ゅ
し
い
の
じ
ょ
う

く
ん
よ
ん
と
う
お
お
の
の
あ
そ
ん
あ
ず
ま
ひ
と

と
こ
ろ
な
り

て
ん
ぴ
ょ
う
ほ
う
じ

ほ
し

み
づ
の
え
と
ら

や
ど

さ
ん
ぎ
と
う
か
い
と
う
さ
ん
せ
つ
ど
し
じ
ゅ
し
い
の
じ
ょ
う

じ

ん

ぶ

し
ょ
う
き
ょ
う 

け
ん

あ

ぜ

ち

ち
ん
じ
ゅ
し
ょ
う
ぐ
ん
ふ
じ
わ
ら
の
え
み
の
あ
そ
ん
あ
さ
か
り

し
ゅ
う
ぞ
う

な
り

多
賀
城
　
京
を
去
る
こ
と
一
千
五
百
里

　
　
　
　
蝦
夷
国
の
界
を
去
る
こ
と
一
百
二
十
里

　
　
　
　
常
陸
国
の
界
を
去
る
こ
と
四
百
十
二
里

　
　
　
　
下
野
国
の
界
を
去
る
こ
と
二
百
七
十
四
里

　
　
　
　
靺
鞨
国
の
界
を
去
る
こ
と
三
千
里

此
城
は
、
神
亀
元
年
、
歳
は
甲
子
に
次
る
　
按
察
使
兼
鎮
守
将
軍
　

従
四
位
上
　
勲
四
等
大
野
朝
臣
東
人
の
置
く
所
也
。
天
平
宝
字
六
年
、

歳
は
壬
寅
に
次
る
　
参
議
東
海
東
山
節
度
使
従
四
位
上
　
仁
部

省
卿
兼
按
察
使
鎮
守
将
軍
藤
原
恵
美
朝
臣
朝
　
、
修
造
す
る
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

天
平
宝
字
六
年
十
二
月
一
日

七
六
二
年
に
建
立
さ
れ
、
西
を
正
面
に
し
て
立
ち
、
石
碑
に
は
京
な
ど
か
ら
多
賀

城
ま
で
の
距
離
及
び
大
野
東
人（
お
お
の
の
あ
ず
ま
ひ
と
）が
多
賀
城
を
創
建
し
、

藤
原
朝
獦（
ふ
じ
わ
ら
の
あ
さ
か
り
）が
修
造
し
た
こ
と
な
ど
、
一
四
一
文
字
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。現
在
は
、日
本
三
古
碑
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
登
場
す
る
歌
枕
で
、
西
行
や
源
頼
朝
の
和
歌

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。江
戸
時
代
初
め
に
多
賀
城
碑
が
発
見
さ
れ
る
と
す
ぐ
「
壺

碑
」の
名
で
呼
ば
れ
、松
尾
芭
蕉
は
碑
と
対
面
し
た
感
動
を
紀
行
文「
お
く
の
ほ
そ

道
」に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

（
国
重
要
文
化
財
・
国
名
勝
・
日
本
遺
産
）

多
賀
城
碑（
壺
碑
）

つ
ぼ
の
い
し
ぶ
み

多賀城碑
　
約
一
三
〇
〇
年
前
の
奈
良
時
代
に

政
府
の
支
配
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た

陸
奥
国
を
統
治
す
る
た
め
に
設
置
し

た
役
所
。神
亀
元
年（
七
二
四
年
）に
大

野
東
人
（
お
お
の
の
あ
ず
ま
ひ
と
）
が

仙
台
平
野
を
一
望
で
き
る
丘
陵
上
に

創
建
し
ま
し
た
。当
時
の
行
政
組
織
で

あ
る〝
国
府
〞
と
兵
士
の
駐
屯
・
監
督

場
所
で
あ
る
〝
鎮
守
府
〞
が
置
か
れ
、

万
葉
歌
人
と
し
て
有
名
な
大
伴
家
持

や
征
夷
大
将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
が
赴

任
す
る
な
ど
東
北
の
政
治
・
軍
事
・

文
化
の
拠
点
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。

多
賀
城
政
庁
跡
、
多
賀
城
廃
寺
跡
で
、

〝
歴
な
び
多
賀
城
〞
を
起
動
す
る
と
、

当
時
の
建
造
物
や
松
尾
芭
蕉
な
ど
が
Ｖ

Ｒ・Ａ
Ｒ
で
再
現
で
き
、
市
内
に
点
在
す

る
文
化
財
の
解
説
な
ど
も
み
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、App 

store

ま
た
は
、Google play

で
検
索
。

対
応
言
語
：
日
本
語
、英
語
、繁
体
語
、簡
体
語
、韓
国
語
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キャラクター「たがもん」
多賀城市観光協会
キャラクター「たがもん」
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多賀城市観光協会が、平成28年1月
に発表した古代米を使用した多賀城
グルメブランド「しろのむらさき」。
一般的なお米に比べ古代米は、ミネ
ラル、ポリフェノールなどの栄養素
が多く含まれ、美容や健康にもうれ
しい食材です。
取扱い店舗は、多賀城市観光協会
HPをご覧ください。

古代米グルメ
「しろのむらさき」

平成 28 年 3 月にオープンした市立図書館。「家」をコンセプトに誰もが行きたくなる環境・居心地の良い空間となっています。
じっくりと本を読みたい方、気軽に利用したい方など目的に応じて階層ごとに役割を設け、多くの利用者に親しまれています。
開館時間：9:00～21:30、休館日：年中無休

多賀城跡の一角にあり、あやめ・花菖蒲など 800 種、
300 万本が咲き乱れ、市民や観光客の目を楽しませ
ます。シーズンには、「多賀城跡あやめまつり」が開催
されます。

東北地方全域を視野に入れた歴史系博物館。旧石器
時代から現代までの歴史を中心とした展示、映像上映
を行っており、移築・復元した古民家では東北の伝統
文化を幅広く紹介しています。
●利用時間   9:30～17:00（入館は16:30まで）
●観 覧 料   個人／一般460円、小・中・高校生は無料
　　　　　   団体／一般360円 ※20人以上
●休 館 日   月曜日（祝日の場合は翌日）・年末年始
●電 　 話   022-368-0106

松島湾を取り囲む３市３町（塩竈市、多賀城市、東松島市、松島町、七ヶ浜町、利府町）と宮城県は、松島湾の
「世界で最も美しい湾クラブ」への加盟をきっかけとして、この地域の魅力を再発見し、日本三景を超える
「世界の松島湾」として、多くの観光客のみなさまにより一層親しんでいただけるよう、更なる魅力向上など
に取り組んでいます。
松島湾を抱く地域には、松島四大観をはじめとする「自然」の美しさや、史跡や遺跡が伝える「歴史」、カキや
マグロ、海苔、利府梨などの「食」そしてこれらを存分に味わう「体験」など、実に多用な魅力が溢れています。

東
北
随
一
の
文
化
交
流
拠
点

T
agajo C

ulture E
xchange

多賀城市立
図
書
館

多賀城跡あ
や
め
園

東北歴史
博
物
館

多賀城
新グルメブランド

岩手県の猊鼻渓、大分県の耶馬溪と並ぶ日本三大渓の
１つに数えられる「嵯峨渓」。太平洋の荒波と風雨に浸
食されてできた海蝕崖（かいしょくがい）は松島湾の女
性的な優美さとは対照的で、その男性的なワイルドな
景観は驚きと感動の連続です。

東松島市 嵯峨渓遊覧

正式名称を「松島青龍山瑞巌円福禅寺」といい、臨済宗
妙心寺派に属する禅寺です。慶長 14 年（1609）伊達政宗
が 5 年の歳月をかけて完成させ、伊達家の菩提寺とし
ました。本堂・庫裡など 7 棟が国宝重要文化財に指定
されています。

松島町 瑞巌寺

陸奥国一之宮として、1200 年以上の歴史を誇り、本殿
以下 14 棟の建物が国の重要文化財に指定されていま
す。境内に咲く「鹽竈桜」は国の天然記念物であり、表坂
の 202 段の石段や桜の頃の楼門は写真撮影スポットと
して有名です。

塩竈市 志波彦神社・鹽竈神社

多賀城跡の北にある周囲約４km の沼で、江戸時代に
水田用水池として造られました。今日では公園も整
備され、釣りやピクニックに、四季を通じて親しまれ
ています。農林水産省の「ため池百選」の一つに選ば
れています。

利府町・多賀城市 加瀬沼公園

標高５６ｍの八ケ森の景勝地で、多聞天像を安置する
毘沙門堂があります。眼下に広がる馬放島や地蔵島、松
島湾内の島々は、日本庭園の庭石をおもわせるかのよ
うな美しさで、松島四大観の「偉観」と称されています。

七ヶ浜町 多聞山

自然に作られた奇景のひとつです。波に削られて出来
た天然の桟橋と呼ばれていて、人間には作れない独特
の地形を見せています。たくましい馬の背中に見える
ことから、「馬の背」と呼ばれています。

利府町 馬の背

松島湾観光モデルコース
1日目

仙
台
駅

多
賀
城
市

陸
奥
総
社
宮

多
賀
城
市

多
賀
城
政
庁
跡

塩
竈
市

志
波
彦
神
社
・
鹽
竈
神
社

松
島
町

観
瀾
亭
　お
月
見

松
島
町

宿
泊
（
日
本
三
景 

松
島
周
辺
の
宿
泊
施
設
）

松
島
町

西
行
戻
し
の
松
公
園

利
府
町

馬
の
背

約
15km

約
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約
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約
5分

約
2km
圏内

約
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約
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約
7km

約
18分

約
10km

約
20分

約
4km

約
10分

約15km

約37分

約
2km

約
5分

仙
台
駅

七
ヶ
浜
町

多
聞
山

松
島
町

早
朝
の
雄
島

松
島
町

宿
泊
（
日
本
三
景 

松
島
周
辺
の
宿
泊
施
設
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松
島
町

観
瀾
亭
　抹
茶
体
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東
松
島
市

嵯
峨
渓
遊
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東
松
島
市

民
宿
で
昼
食

松
島
町

円
通
院
　数
珠
作
り

松
島
町

松
島
三
橋
め
ぐ
り

約
21km

約
1時間

約
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約
15km

約
35分

約
1km

約
5分

約
1km圏内

約
10分

約
2km
圏内

約
600ｍ

約
9分

約
600ｍ

約
9分

2日目

写真提供：瑞巌寺
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多賀城万葉デジタルミュージアムは、多賀城
市に寄贈された故日下常由氏の絵画作品の中
から、｢多賀城｣｢万葉｣を中心とした絵画のデ
ジタルアーカイブで、万葉文化・多賀城の歴
史遺産に触れることができるウェブサイトで
す。これまでに見たことのない “史都多賀城万
葉の世界”をぜひ体感してください。
※市立図書館３階ギャラリーでは、不定期で絵画の展示を行っています。

毎年あやめの開花する 6 月中
旬から 6 月下旬まで多賀城跡
あやめまつりが開催されます。
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1 陸奥総社宮
陸奥国内にある 100 の神社の祭神を合祀したと伝えられる神社です。境
内には、樹齢 200 年以上の白木蓮や 600 余年の老杉がそびえています。

市内には、神社・仏閣が点在しています。中でも以
下の３箇所は、四季の移ろいを感じることができる
スポットとなっています。季節や時間によって変化
する風景は訪れるたびに違う表情を見せてくれる
絶景となっています。

古
代
都
市
・
多
賀
城
。

多
く
の
官
人
や
文
人
の
足
跡
か
ら
、

こ
の
地
が
、か
つ
て
東
北
最
大
の
ま
ち
で
あ
り
、

都
か
ら
、は
る
か
遠
く
に
あ
る

あ
こ
が
れ
の
地
と
し
て

深
く
印
象
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

い
ま
、多
賀
城
の
ま
ち
を
歩
け
ば
、

そ
こ
か
し
こ
に

い
に
し
え
の
人
々
の
さ
さ
や
き
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

2 貴船神社
旧塩竈街道に面した鬱蒼たる木々の中にあり、樹齢 400 年以上の樫の
木が覆堂を包み込むように枝葉を繁らせています。

3 南宮神社
広大な水田の中に残る鎮守の森に鎮座してます。南宮は、鎌倉時代の記
録にその名をとどめる由緒ある土地です。

撮影したくなる

～神社・仏閣～
史都多賀城観光案内所（観光協会事務局） …………………………………… 多賀城市中央 2-7-1
国府多賀城駅史都多賀城観光案内所 ………………………………………… 多賀城市浮島 1-9-22
多賀城跡（政庁跡） ……………………………………………………………… 多賀城市市川字城前
多賀城廃寺跡 …………………………………………………………………… 多賀城市高崎 1 丁目
多賀城碑（壺碑） ………………………………………………………………… 多賀城市市川字田屋島
末の松山 ………………………………………………………………………… 多賀城市八幡２丁目
興井（沖の井） …………………………………………………………………… 多賀城市八幡２丁目
野田の玉川 ……………………………………………………………………… 多賀城市留ケ谷３丁目
おもわくの橋 …………………………………………………………………… 多賀城市中央
多賀城市立図書館 ……………………………………………………………… 多賀城市中央 2-4-3
東北歴史博物館 ………………………………………………………………… 多賀城市高崎 1-22-1
多賀城跡あやめ園 ……………………………………………………………… 多賀城市市川字立石
加瀬沼公園 ……………………………………………………………………… 利府町加瀬字新堤下 7-1
多賀城史遊館（多賀城市埋蔵文化財調査センター体験館） ………………… 多賀城市中央2-25-5
陸奥総社宮 ……………………………………………………………………… 多賀城市市川字奏社 1
貴船神社 ………………………………………………………………………… 多賀城市市川字金堀
南宮神社 ………………………………………………………………………… 多賀城市南宮字色の地
多賀城市埋蔵文化財調査センター展示室 …………………………………… 多賀城市中央 2-27-1

◆各施設住所一覧

4 多賀城史遊館
常設展示室では、縄文時代から江戸時代ま
での多賀城市の歴史や昭和の農家の様子を
紹介しています。体験学習室では、「まが
玉」、「縄文かご」づくりなどが体験（一部
有料）できます。
℡022-368-3127、9:00～16:30
休館日：月曜日、祝日の翌日、年末年始

5 埋蔵文化財調査センター展示室
常設展「古代都市多賀城」では、発掘調査
によって出土した様々な資料をもとに当時
の多賀城を紹介しています。
℡022-368-0134、9:00～16:30
休館日：月曜日、祝日の翌日、年末年始
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